
（愛媛県）

市 政 ル ポ 大
お お ず

洲市

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
で

着
地
型
観
光
を
活
性
化

肱
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た 

大
洲
市
の
特
質

　

伊
予
の
小
京
都
・
大
洲
市
は
風
光
明め

い
び媚

な
土
地
柄

で
知
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
四
国
外
か
ら
の
旅
行
者

が
、
大
洲
市
な
ど
の
南
予
地
方
に
向
か
う
際
の
代
表

的
コ
ー
ス
、
県
都
・
松
山
市（
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
）経
由
で

走
る
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
の
沿
線
風
景
も
格
別
だ
。

　

こ
の
ル
ー
ト
は
Ｊ
Ｒ
四
国
の
人
気
観
光
列
車
『
伊

予
灘
も
の
が
た
り
（
土
日
運
行
、
松
山
〜
伊
予
大
洲

間
、
松
山
〜
八
幡
浜
間
）』も
運
行
す
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
美
し
い
車
窓
風
景
を
愛
で
な
が
ら
愛
媛
の
特

産
物
を
活
用
し
た
グ
ル
メ
を
味
わ
い
、
大
洲
な
ど
の

個
性
的
な
ま
ち
で
の
観
光
も
楽
し
め
る
こ
の
観
光
列

車
は
、
乗
車
率
が
常
に
８
割
前
後
に
達
す
る
人
気
だ

と
い
う
。

　

Ｊ
Ｒ
予
讃
線
は
松
山
駅
か
ら
主
に
海
沿
い
を
約

70
分
間
走
り
、
伊
予
長
浜
駅
に
到
達
す
る
と
内
陸

部
に
入
る
。
そ
こ
か
ら
肱ひ
じ
か
わ川

（
一
級
河
川
）
沿
い
を

伊
予
大
洲
駅
へ
と
向
か
う
の
だ
が
、
車
窓
に
展
開

す
る
肱
川
の
流
れ
は
実
に
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
。

雄
大
な
海
岸
線
の
風
景
か
ら
山
水
画
的
な
優
し
い

川
の
風
景
へ
と
、
旅
行
者
は
一
気
に
趣
の
違
う
世

界
に
導
か
れ
る
。

　

こ
の
普
段
は
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、
時
に
暴
れ
川

に
も
な
る
大
河
・
肱
川
こ
そ
は
、
大
洲
市
の
ま
さ
に

象
徴
だ
。
景
観
的
な
意
味
合
い
ば
か
り
で
な
く
、
大

洲
の
最
初
の
本
格
的
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
戦

国
時
代（
当
時
は
大
津
と
呼
ば
れ
た
）以
降
、
現
代
に

至
る
ま
で
４
０
０
年
以
上
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

幾
多
の
ま
ち
づ
く
り
に
際
し
、
肱
川
は
常
に
核
に

な
っ
て
き
た
。

　
「
大
洲
は
か
つ
て
大
津
と
呼
ば
れ
、
肱
川
の
流
れ

が
大
き
く
湾
曲
す
る
大
洲
城
の
周
辺
は
肱
川
の
川

港
、
つ
ま
り
物
資
の
集
散
地
と
し
て
の
役
割
を
昔
か

ら
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
洲
に
鎌
倉
時
代
末

期
か
ら
武
将
た
ち
が
拠
点
を
築
い
て
き
た
大
き
な

理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
大
洲
城
が
そ

び
え
る
肱
川
と
久
米
川
（
肱
川
支
流
）
の
間
の
洲
の

よ
う
な
地
形
に
あ
る

標
高
40
ｍ
の
小
高
い
丘
（
地

蔵
ヶ
岳
）、
こ
れ
が
守
る
に
易
く
攻
め

る
の
に
難
し
く
、
築
城
す
る
の
に
も
っ
て
こ

い
の
場
所
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
大
き
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
当
時
の
大
洲
の
中
心
は
ま
さ
に
肱
川
の

大
き
な
洲
と
も
い
う
べ
き
地
域
で
あ
り
、
津（
川
港
）

を
中
心
に
、
古
来
、
ま
ち
づ
く
り
の
し
や
す
い
多

彩
な
条
件
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
」

　

そ
う
語
る
清
水
裕
・
大
洲
市
長
は
、
肱
川
沿
い

に
展
開
す
る
大
洲
市
の
特
質
を
「
人
の
生
活
と
川
が

清
しみず

水　裕
ひろし

大洲市長

APRIL 2015 市政 32



非
常
に
近
い
ま
ち
」
と
も
表
現
す
る
。
城
下
町
が
代

表
す
る
江
戸
時
代
の
人
口
集
積
地
や
周
辺
で
は
、
川

の
流
路
を
人
の
生
活
し
や
す
い
形
に
直
し
、
新
田
開

発
や
物
流
ル
ー
ト
の
確
保
、
水
害
回
避
の
た
め
に
流

路
そ
の
も
の
を
付
け
替
え
る
工
事
な
ど
が
頻
繁
に
な

さ
れ
た
。

　
「
と
こ
ろ
が
地
形
的
な
難
し
さ
も
あ
り
、
肱
川
は

そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。
近
代
以
降
は
少
し
ず
つ
治

水
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
肱
川
は
今
も
、

一
級
河
川
と
し
て
は
古
来
の
流
路
が
か
な
り
維
持
さ

れ
て
い
る
珍
し
い
事
例
で
す
。
し
か
も
平
野
部
で
な

く
大
洲
盆
地
を
流
れ
、
周
囲
か
ら
多
く
の
支
流
が
集

ま
っ
て
い
る
た
め
、
洪
水
被
害
が
出
や
す
い
。
特
に

大
洲
盆
地
か
ら
河
口
部
に
向
か
う
下
流
部
は
最
後
ま

で
両
岸
に
山
が
迫
り
、
い
っ
た
ん
水
が
出
る
と
な
か

な
か
は
け
な
い
地
形
で
す
。
大
洲
市
が
こ
こ
10
年
間

だ
け
で
も
３
回
の
大
き
な
洪
水
被
害
を
受
け
て
い
る

の
は
そ
の
た
め
で
す
。
代
わ
り
に
昔
な
が
ら
の
自
然

河
川
の
素
晴
ら
し
い
景
観
、
鵜
飼
や
河
原
の
い
も
た

き
（
藩
政
時
代
か
ら
伝
わ
る
里
芋
を
使
用
し
た
伝
統

料
理
）
な
ど
の
古
い
河
川
文
化
を
今
も
地
域
に
残
す

要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

　

清
水
市
長
は
県
外
の
出
身
だ
が
、
も
と
も
と
土
木

工
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
、
国
土
交
通
省
職
員
時

代
に
は
肱
川
上
流
の
山
鳥
坂
ダ
ム（
旧
河
辺
川
ダ
ム
）

工
事
事
務
所
長
を
務
め
た
経
験
を
持
つ
。
肱
川
に
は

ひ
と
し
お
愛
着
が
あ
り
、
河
川
と
し
て
の
肱
川
の
特

質
に
も
詳
し
い
。

　

そ
れ
だ
け
に
平
成
21
年
９
月
の
就
任
以
来
、
市
長

と
し
て
肱
川
を
文
化
的
・
地
形
的
な
核
と
す
る
大
洲

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

に
は
、「
改
め
て
強
い
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
感

慨
を
込
め
て
語
る
。

Ｔ
Ｍ
Ｏ
方
式
で
観
光
活
性
化

　

清
水
市
長
が
語
っ
た
、
肱
川
の
昔
な
が
ら
の
素
晴

ら
し
い
景
観
、
鵜
飼
や
い
も
た
き
な
ど
の
河
川
文
化

に
と
ど
ま
ら
ず
、
画
期
的
な
天
守
の
木
造
復
元
が
な

さ
れ
た
大
洲
城
、
旧
藩
主
別
邸
跡
を
明
治
時
代
に
全

面
的
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
臥
龍
山
荘
（
県
指
定
文

地蔵ヶ岳上にそびえる大洲城（肱川橋から遠望）

在来工法で木造復元された大洲城天守は歴史界注目のマト

昭和10年建設の開閉式・長浜大橋（肱川河口部・長浜地区）は近代化産業遺産・
国指定重文のＷ指定
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化
財
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ

ン
１
つ
星
）、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和

前
半
期
の
遺
構
が
混
在
す
る
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
町
並

み
な
ど
、
大
洲
独
自
の
歴
史
文
化
を
物
語
る
地
域
資

源
は
多
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
は
皆
、
肱
川
の
存

在
抜
き
に
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
で
も
あ
る
が
、

同
時
に
大
洲
市
が
近
年
展
開
し
、
成
功
を
収
め
て
い

る「
着
地
型
観
光
」の
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
も
な
っ

て
い
る
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
着
地
型
観
光
は
、
旅
行
業
者
主

導
に
よ
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
丸
ご
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

商
品
と
し
て
準
備
・
提
供
さ
れ
る「
発
地
型
」、
つ
ま

り
外
部
の
発
想
で
生
み
出
さ
れ
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と

は
対
極
的
な
、
旅
の
目
的
地
（
現
地
）
側
が
主
導
し
、

開
発
・
構
築
す
る
地
域
密
着
型
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
実
施
さ
れ
る
。
従
来
の
お
仕
着
せ
的
観
光
に
飽

き
足
り
な
い
消
費
者
に
目
を
向
け
た
、
合
理
的
な
観

光
振
興
策
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
地
元
側
が

「
体
験
し
て
ほ
し
い
地
域
の
魅
力
」
を
自
力
で
発
掘

し
、
磨
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
旅
行
者
の

シ
ビ
ア
な
目
を
満
足
さ
せ
る
商
品
に
育
て
、
提
供
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
。
旅
行
業
者
が
観
光
客
を
連
れ
て

く
る
の
を
待
つ
受
け
身
型
で
な
く
、
旅
行
業
者
に
顧

客
を
連
れ
て
来
さ
せ
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
を
地
域

が
構
築
し
、
効
果
的
に
発
信
し
続
け
る
な
ど
の
実
務

能
力
が
総
合
的
に
要
求
さ
れ
る
。

　

着
地
型
観
光
を
成
立
さ
せ
る
各
種
作
業
は
、
ツ

ア
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
役
割
な
ど
行
政
機
構
の
枠
内

で
は
実
施
で
き

な
い
も
の
が
多

い
。
そ
の
役
割

は
い
わ
ゆ
る
「
ま

ち
づ
く
り
三
法
」

が
成
立
し
た
平

成
10
年
以
降
、

「
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
る

流
れ
の
中
、
各

地
に
設
立
さ
れ

た
Ｔ
Ｍ
Ｏ
方
式

に
よ
る
第
三
セ

ク
タ
ー
の
ま
ち

づ
く
り
会
社
な
ど
が
担
う
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
大

洲
市
で
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
も
第
三

セ
ク
タ
ー
「
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
株
）
お
お
ず
街
な
か
再
生
館
」

（
以
下
、
街
な
か
再
生
館
）だ
。

　

街
な
か
再
生
館
は
平
成
14
年
、
大
洲
市
50
％
、
民

間
事
業
者
50
％
の
出
資
比
率
で
設
立
さ
れ
た
。
観
光

エ
リ
ア
の
中
心
地（
大
洲
地
区
）に
立
地
、
観
光
客
受

け
入
れ
の
窓
口
的
役
割
を
果
た
す
『
大
洲
ま
ち
の
駅

あ
さ
も
や
』（
各
種
物
販
施
設
、
観
光
案
内
所
、
軽
飲

食
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
な
ど
）
を
管
理
。
当
初
は
地

元
商
店
街
と
の
有
機
的
関
係
性
構
築
な
ど
基
礎
固
め

作
業
な
ど
に
も
追
わ
れ
た
が
、
平
成
16
年
開
催
「
え

ひ
め
町
並
み
博
２
０
０
４（
以
下
、
町
並
み
博
）」参
画

に
よ
り
、
着
実
な
ス
テ
ッ
プ
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た

と
い
う（
同
社
代
表
取
締
役
専
務
・
河
野
達
郎
氏
談
）。

昭和40年代に観光行事化した「いもたき」（日本3大芋煮）のルーツは藩政時代

肱川上流で合流する支流・河辺川にある8つの屋根付き橋のひとつ「御幸の橋」
（県指定民俗文化財）

中心市街地（大洲地区）と肱川を隔てる堤防入口
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大洲市　市 政 ル ポ

（愛媛県）

　

町
並
み
博（
愛
媛
県
主
催
）は
平
成
16
年
４
月
か
ら

10
月
ま
で
の
１
８
６
日
間
、
大
洲
市
・
内
子
町
・
宇

和
町（
現
西
予
市
）を
中
心
と
す
る
南
予
地
方
で
開
催

さ
れ
た
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
だ
。「
十
町
十
色
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
と
磨
き
上
げ
を
行
い
、
個
性
を
生
か
し

た「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」の
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し

て
、
多
く
の
訪
問
者
を
呼
び
込
ん
だ
ほ
か
、「
第
１

回
日
本
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
高
い

評
価
を
受
け
た
。

「
着
地
型
ま
ち
づ
く
り
」を
醸
成
し
た 

市
民
協
働
の
系
譜

　

街
な
か
再
生
館
が
進
め
る
着
地
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー

（
商
品
）
の
最
新

の
成
果
と
し
て

は
、
例
え
ば
２

泊
３
日
で
参
加

費
１
人
約
25
万

円
〜
37
万
円
、

移
動
は
定
員
２

名
の
専
用
ハ
イ

ヤ
ー（
添
乗
員
付

き
）で
行
う
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
国
内
最
高

級
旅
行
プ
ラ
ン

「
琥
珀
」
に
採
用

さ
れ
た
《
翁
旅
》

が
挙
げ
ら
れ
る
。

《
翁
旅
》の
メ
ニ
ュ
ー
は
肱
川
遊
覧
と
市
内
高
級
料
亭

で
の
昼
食
、
臥
龍
山
荘
の
観
覧
、
大
洲
の
町
並
み
散

策
な
ど（
計
２
１
０
分
〜
２
４
０
分
）が
組
み
合
わ
さ

れ
、
夏
季
に
は
肱
川
で
の
鵜
飼
見
学
も
含
む
。
食
事

や
観
光
の
た
め
の
立
ち
寄
り
先
、
宿
泊
施
設
や
そ
の

備
品
に
至
る
ま
で
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
に「
最
高
級
」

「
最
上
級
」
の
も
て
な
し
を
謳
う
こ
の
旅
行
プ
ラ
ン

に
、
自
力
開
発
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
採
用
さ
れ
た
こ
と

は
、
い
か
に
大
洲
市
の
着
地
型
観
光
が
魅
力
的
か
を

如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
大
洲
市
の
着
地
型

観
光
は
、
各
種
の
事
例
集
な
ど
で
必
ず
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど「
成
功
事
例
」と
紹
介
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
し

て
い
る
。
能
力
不
足
や
足
並
み
の
乱
れ
な
ど
か
ら
失

敗
に
終
わ
る
地
域
も
多
い
中
、
何
が
ほ
か
の
地
域
と

違
う
の
か
。
そ
の
特
徴
は
何
で
あ
る
の
か
。
清
水
市

長
は
そ
の
背
景
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
展
開
さ

れ
て
き
た
官
民
連
携
、
市
民
協
働
の
取
り
組
み
を
挙

げ
て
い
る
。

「
大
洲
市
に
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策

定（
平
成
12
年
）の
前
後
か
ら
、
官
民
連
携
、
市
民
協

働
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
実
績
が

蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
土
壌
の
醸
成
と
街
な
か
再
生
館
の
設
立
な
ど
は
同

じ
線
上
に
あ
る
と
い
え
ま
す
」（
清
水
市
長
）

　

代
表
的
な
事
例
と
し
て
は
、
ま
ず
平
成
９
年
、
女

性
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
「
お
お
ず
赤
煉
瓦
倶

楽
部
」が
明
治
時
代
の
町
並
み
で
人
気
の「
お
は
な
は

ん
通
り
」（
大
洲
地
区
。
昭
和
41
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映

さ
れ
た
朝
ド
ラ
第
１
弾
『
お
は
な
は
ん
』
の
ロ
ケ
地
）

市民有志の発案で平成11年から始まった昭和30年代風定期市「ポコペン横丁」

女性たちのコミュニティ組織「おおず赤煉瓦倶楽部」が運営する「おおず赤煉瓦
館」（明治34年築の元銀行）

大洲観光の出発点とゴールを兼ねた「まちの駅あさもや」（街なか再生館運営）
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近
く
に
建
つ「
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
」（
市
有
形
文
化
財
）

の
管
理
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
集
客
施
設
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
さ
せ
た
。

　

平
成
11
年
に
は
赤
煉
瓦
館
横
に
、

昭
和
30
年
代
の
懐
か
し
の
町
並
み
を

模
し
た
定
期
市
「
ポ
コ
ペ
ン
横
丁
」

（
毎
月
第
３
日
曜
）
が
や
は
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
「
大
洲
ま
ぼ
ろ
し
探
偵

団
本
舗
」
主
催
で
始
ま
っ
た
。
ま
た

同
年
に
は
肱
川
流
域
の
保
全
活
動
団

体「
肱
川
流
域
会
議
・
水
中
め
が
ね
」、

平
成
15
年
に
は
肱
川
周
辺
の
清
掃
や

花
の
植
栽
な
ど
を
行
う
「
肱
川
を
美

し
く
す
る
お
花
は
ん
」
が
発
足
し
、

活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
市
民
主
体
の
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

が
、
着
地
型
観
光
が
発
展
す
る
大
き
な
基
盤
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
実
際
、
旧
大
洲
市
市

制
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
平
成
16
年
に
竣
工
し

た
大
洲
城
天
守
の
木
造
復
元
も
、
熱
心
な
市
民
運
動

に
も
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
大
洲
の
観
光
従
事
者
の
意
識
の
高

さ
も
特
筆
に
値
す
る
。
私
も
ガ
イ
ド
の
方
々
か
ら
、

大
洲
城
や
臥
龍
山
荘
な
ど
、
観
光
資
源
の
説
明
を
受

け
た
が
、
そ
の
知
識
の
深
さ
、
説
明
の
巧
み
さ
に
感

心
さ
せ
ら
れ
た
。

　

そ
う
し
た
市
民
を
含
め
た
関
係
者
の
努
力
の
積
み

重
ね
の
上
に
、
平
成
23
年
に
は
臥
龍
山
荘
が
ミ
シ
ュ

ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
の
１
つ
星
を

獲
得
。
さ
ら
に
、
地
域
内
の
行
事
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
伝
統
の
鵜
飼
を
全
国
発
信
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
へ

と
大
き
く
成
長
さ
せ
る
な
ど
、
大
洲
市
の
重
要
な
着

地
型
コ
ン
テ
ン
ツ
が
次
々
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
評
価
を
高
め
、
改
め
て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
が
発

信
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

す
べ
て
は
偶
然
に
整
っ
た
こ
と
で
な
く
、
そ
の
背

景
に
関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
隠
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
が
前
述
の
《
翁

旅
》
の
事
例
な
ど
へ
と
結
び
付
い
て
い
く
力
に
も

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

大
洲
市
が
直
面
す
る 

今
後
の
課
題
と
楽
し
み

　

町
並
み
博
の
成
功
を
機
に
、
大
洲
市
で
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
隣
接
す
る
内
子
町
・
宇
和

町（
西
予
市
）と
の
広
域
連
携
の
取
り
組
み
だ
。

　

大
洲
市
は
城
下
町
、
内
子
町
は
宿
場
町
、
宇
和
町

肱川を借景に考えられる限りの贅と意匠を駆使した臥龍
山荘は大洲の宝

大洲城復元10周年（平成26年）で披露された、市民がつくる「大洲城鉄砲隊」の
演武
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は
門
前
町
と
宿
場
町
の
性
格
を
あ
わ
せ
持
つ
、
い
ず

れ
も
江
戸
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
町
並
み
を
維

持
し
つ
つ
、
独
自
の
雰
囲
気
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
町
並
み
博
へ
の
参
加
で
広

域
連
携
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
歩
調
を
合
わ
せ
な

が
ら「
南
予
全
体
」の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
る
。

　

大
洲
が
着
地
型
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
る
に
は
「
し
か
る
べ
き
レ
ベ
ル
の
宿
泊

施
設
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
」
と
清
水
市
長
は
語

る
。
ま
た
「
今
あ
る
地
域
資
源
を
大
切
に
し
、
さ
ら

な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
も
図
り
な
が
ら
、
四
国

随
一
の
出
荷
量
を
誇
る
優
れ
た
農
産
品
の
六
次
産

業
化
や
、『
大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
の
名

称
で
展
開
す
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の
創
生
・
推
進

な
ど
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
積
し

て
い
ま
す
」
と
も
語
る

が
、
そ
の
た
め
の
素
材

は
非
常
に
多
彩
で
、
恵

ま
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
肱
川
の
洪

水
対
策
は
、
こ
の
川
と

と
も
に
生
き
る
大
洲

市
に
と
っ
て
永
遠
の

課
題
だ
。
自
然
の
景
観

を
維
持
し
な
が
ら
対

策
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

大
洲
市
の
人
口
の
９

割
は
、
近
接
す
る
伊
方

原
子
力
発
電
所
か
ら

30
㎞
圏
内
に
在
住
す
る
こ
と
か
ら
、
震
災
対
策
も

喫
緊
の
課
題
と
し
て
横
た
わ
る
。
加
え
て
全
国
共

通
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
化
対
策
と
し
て
の
定

住
化
促
進
、
移
住
政
策
の
促
進
に
大
洲
市
も
苦
戦

し
て
い
る
。

　

し
か
し
昨
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者

で
、
大
洲
市
の
名
誉
市
民
で
も
あ
る
中
村
修
二
氏

（
小
学
校
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
大
洲
市
在
住
）
を
し

て
、
記
者
会
見
の
場
で
「
い
つ
か
は
愛
媛
に
帰
っ
て

き
た
い
。
可
能
性
は
大
洲
が
一
番
高
い
」
と
言
わ
し

め
た
大
洲
の
魅
力
を
一
言
で
い
え
ば
、「
肱
川
あ
ら

し
」
の
存
在
が
象
徴
す
る
自
然
現
象
が
、
今
も
な
お

歴
史
的
な
町
並
み
と
一
体
化
し
て
生
き
て
い
る
土
地

柄
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

肱
川
あ
ら
し
は
晩
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て
の
比
較

的
穏
や
か
な
日
に
、
大
洲
盆
地
に
発
生
し
た
大
量
の

放
射
霧
が
肱
川
の
河
口
に
向
か
い
流
れ
下
り
、
海
水

と
の
温
度
差
で
発
生
し
た
蒸
気
霧
と
相
ま
っ
て
轟
音

と
と
も
に
伊
予
灘
に
吹
き
出
す
自
然
現
象
で
、
世
界

的
に
も
希
少
な
、
恐
ら
く
太
古
の
昔
か
ら
続
く
自
然

現
象
と
さ
れ
る
。
肱
川
あ
ら
し
は
中
世
か
ら
現
代
に

至
る
大
洲
の
町
並
み
の
変
遷
も
見
て
き
た
は
ず
だ
。

　

ま
た
愛
媛
国
体
２
０
１
７
で
大
洲
市
は
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
カ
ヌ
ー
の
会
場
に
な
る
。

大
洲
市
で
は
現
在
そ
の
準
備
に
余
念
が
な
い
が
、
２

年
後
の
開
催
時
、
ど
の
よ
う
な
地
域
資
源
が
新
た
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
輝
き
を
放
ち
、
遠
来
の

選
手
や
観
客
た
ち
を
迎
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が

今
か
ら
楽
し
み
だ
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
27
年
２
月
18
日
）巨大な長浜大橋を包み込む肱川あらしは世界的に稀な自然現象

日本3大鵜飼のひとつに数えられる肱川の鵜飼

大洲市ゆかりの漫画家・松本零士さんとともに「大洲市きらめき大使」を務める
彩風咲奈さん（宝塚雪組男役・大洲市出身）
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